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研究成果の概要（和文）：新聞、広告、公共サインにおける４種類の表記方法や、縦書きと横書きの併用によ
る、意味構築状況を国内外の学会で発表した。
また、LINEのスタンプを中心とした日本語母語話者同士と日本語母語話者と非母語話者同士のビジュアルコミュ
ニケーションを分析し、日本語表現特有のビジュアル・リテラシーを解明を目指した。
そこに埋め込まれた日本文化を反映した複数表記による意味構築のあり方について、今後の研究に向けた示唆を
得た。

研究成果の概要（英文）：We presented the state of meaning construction at national and international
 conferences by using four different writing methods in newspapers, advertisements, and public 
signs, and by combining vertical writing and horizontal writing.
In addition, we analyzed visual communication centered on LINE stamps and aimed to clarify the 
visual literacy unique to Japanese expressions.
As for the way of constructing the meaning by multiple notation reflecting the Japanese culture 
embedded there, I got suggestions for future research.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本語表現に即したビジュアル・リテラシー育成を目指し、多文化多言語を背景にもつ児童の日本語教育への応
用の基盤作りを行った。その成果を、国語教育、外国語教育を含めた言語教育に「見る＝ビューイング」を取り
入れる意義とビジュアル・リテラシーの重要性を、言語政策的な提言を目指して探求した。
日本の少子高齢化の進行は、加速している。2019年4月の改定入管法施行に続き、今期国会で「日本語教育推進
法」が超党派で可決される見通しだ。今後確実に多文化社会へと進む日本の言語教育に、４技能に加え、移民受
け入れ先進国でもある英国、カナダ、豪州が実施している「ビューイング」教育を取入れる必要性を伝えること
ができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１. 研究開始当初の背景 
少子高齢化に突き進む日本社会において、外国人の受入れは移民政策を考えて行く上で喫緊
の課題である。前 B科研においては、メディア研究および移民受入れ先進国である、イギリス、
オーストラリア、カナダで導入されてきた言語教育の４技能（書く、読む、話す、聞く）に加
えた５技能目である「見る=ビューイング」の導入の必要性について、英語、国語、日本語教育
の連携を通して研究した。本科研では、その成果をふまえ、日本語教育に焦点化し、外国籍児
童生徒が増加の一途を辿っている小中学校を中心に、教科書や日本語非母語児童生徒のための
日本語教育教材などにおけるビジュアル要素に注目して分析し、日本の学校教育文化に埋め込
まれたビジュアル・リテラシーの解明を試みる。それをもとに、日本語教育に「見る=ビューイ
ング」を導入することの必要性の調査を行い、具体的な言語政策提言として学会で発信してい
く。更に、現場で使用できるビジュアル・リテラシー育成のための具体的な日本語教育教材作
成に着手することを目指す。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、日本語教育現場をフィールドとして、ビジュアル・リテラシーの普遍的な構造
を十分に踏まえた上で、日本語表現に即したビジュアル・リテラシーの開発を目指す。 
 ４種類の表記方法や、縦書きと横書きの併用など、日本語表現特有のビジュアル・リテラシ
ーを解明し、その成果をカリキュラムに導入することによって、年少者を含めた日本語教育全
般に寄与するとともに、ビジュアル・リテラシーの国際的研究水準の向上にも資することを目
指す。 
 絵本と電子書籍や教科書などをビジュアル・リテラシーの観点から分析し、年少者日本語教
育への適用を提起する。また、日本語教育だけでなく、未だに４技能の育成を目指している日
本の英語教育を含めた外国語教育におけるビジュアル・リテラシーの重要性を明らかにし、言
語政策的な提言としてまとめる。 
 
３．研究の方法 
 
以下の２つの課題の探究を中心とし、他の課題はそれらの探究との関連でその都度進めていく。 
 
（１）年少者言語教育におけるビジュアル・リテラシー教育の有効性の実証 
（ア）英語圏におけるビューイング理論とカリキュラム、教材の理論的・実践的研究 
（イ）日本の年少者言語教育の現場の実態調査 
（ウ）日本の年少者言語教育の現場で、教材を使用した実践とその成果測定 
（２）日本語表現に即したビジュアル・リテラシーの解明 
（ア）申請者のこの領域における、これまでの成果の集約 
（イ）ビジュアル・リテラシー関係の国際大会での研究発表及び訪問による海外研究
者との交流 
（ウ）日本語表現特有のビジュアル・リテラシーの解明と、その教材の開発 
 

４．研究成果 
 
（１）新聞、広告、公共サインにおける４種類の表記方法や、縦書きと横書きの併用によ
る意味構築状況を国内外の学会で発表した。 
（２）LINE のスタンプを中心とした日本語母語話者同士と日本語母語話者と非母語話者同
士のビジュアルコミュニケーションを分析し、日本語表現特有のビジュアル・リテラシーの
解明を目指した。 
（３）（２）に埋め込まれた日本文化を反映した複数表記による意味構築のあり方について、
今後の研究に向けた示唆を得た。 
（４）小中学校の教科書の挿絵やイラストの分析と、外国籍児童生徒や帰国子女が困難を
感じているビジュアル要素があることがわかってきた。 
（５）これらの成果をもとに「学びほぐし＝アンラーニング 」の観点から、新しい日本語
教育への還元を目指した教材作成をスタートさせた。 
（６）（５）を、外国語教育の新たな「学びほぐし＝アンラーニング」への提案を行う視座
を得ることができ、その論文を今年中に刊行予定である。 
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